
９．地産地消優良活動表彰事業中央審査対象者の概要

団体名：篠津直売振興会

代表者：会長 萩原 俊裕

所在地：北海道江別市篠津

〔ポイント〕

農産物価格の低迷等閉塞感が漂う中で、平成 年地区の有志で 「ふれあいの里」直10 、

売所営業を開始。この 年間、 戸（他協力会員 人）の仲間を大切にし、夫婦を11 11 20
基本として一人の脱会者を出さず活動を行った。

【活動の経過】

平成10年 「ふれあいの里」直売所営業開始・平成13年（3年目）加工場をつくり、農

産物加工（漬物）を開始・平成14年（4年目）学校給食への食材の提供を開始・平成15年

（5年目）インショップ事業開始・平成20年（10年目） 万円の売り上げ達成を目標5,000
とする （今後は、 億円の売上げを目指す ）。 。1

【合意形成のための工夫】

①目標をたて実現していく ②道外の直売所の視察研修 ③利益の均等で配分 ④均

等に売れるようなローテーション。

【活動の成果】

・消費者の評価が直接分かるので、生産に対する積極性が出てきた。

・消費者との交流を通じ、地域を見直す機会を得、環境保全の活動や、グリーン・ツ

ーリズム活動へと発展している。

・地域の活性化が図られている。

・意欲的に新しい作物や新たな技術に挑戦するようになった。




